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SWOPS富S : A very high output energy of且10J have been obtained from a linear

f且ashlaJ野-punped dye laser如th a 44¢ ×420mm dye cell and 4 flashla汀ps drived

by a combination of four 2stage弼arx-bank drivers.

1.はじめに

我々は,レ-ザ･ウラン濃縮を目的とした

大型色素レ-ザの高出力化をめざして研究を

行なっている｡

昨年は,非安定共振器を伺い,内径284>の

セルで26J/pulseという日本最大の出力が

得られたが,大入力でやや飽和が見られた｡

こ:･し言こす<v心ぜ:'<z.-z;l.里絶:fr"から

朋めとして試件を行ない,最大出力110J

/pulseという直管塑放電管頗超では世界最大

の色素レ-ザ出力を得たので報告する｡

2.レ-ザ装置の構成

Fig.1に試停したレ-ザ･ヘッドの外観を
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壇20 ram)を置き,その4つの焦点にフラッシュ

ランプ(9.5¢ ×壕.20mm)を配置した｡

Fig.2に試曹した大口径レ-ザ･ヘッドの

¥y酔､ほ示す.､ jq　七･〆で　ヘーf"HAiM?1!

であるが,今柳まヘッドを2分割として塙円筒

ホルダを周いることにより取り外しが容易に

なるようにした｡

Fig.3に試摩した色素セルの構造を示す｡

.J招,fく>;&'蝣'､.ノン･ソv v,*vを晶､　　ン';/

でツールしてある｡ホルダほテフロン棒を

旋盤加工したものであり,従来のヘッドと同じ

大きさにするため, 4すみをかァトした｡窓

にはARコートしたUVフイJレタを使用した｡
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Fig.1試作したレ-ザ･ヘッドの外観
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Fig.3　試件した色素セル



Fig.4に試作したフラッシュランプの構造

を示す｡放電管エンベロープには,内径9.5

めの透明石英管を使用した｡　電極は真ちゅう

を旋盤で加工し,先端にモリブデン鋼をろう

付けした｡　ショックウェーブによる損傷を

防ぐため,シリコンチューブで接続してある｡

Fig.5に議伸した放電管駆動回路を示す｡

以前報告した26Jの装置の回路と全く同一で

あるが,ヘッドを組み込む際,一部を手直し

して組み上げた｡

光共振器には, Fig.6に示す, pla肥cavity

とconfocal cavityの2軽薄を用いた｡

3.実敏活果

3 - 1　28¢セルの場合の発振特性

Fig.7に試倖装置の入出力特性を示す｡

ここで,色素濃度は,それぞれ最適化した

場合の値を示してある｡　まず,羊面義で

実験したところ,出力鏡反射率10-ち0%の

いずれの場合も,大入力で強い飽和が見ら

れた｡そこで,凹面鏡を用い,キャビティ

長を適当に選んで非安定共振器として,

励超されて色素セル内に熱的歪みが生じる

と,うまくキャビティができるようにした

ところ,出力鏡反射率30%.共振器間隔98

cm,色素濃度7 ×10-5ml/.塵で最大出力が

得られた｡大入力では,やはり飽和が見ら

れるが,最大印加電圧15kVにおいて26J

の大出力が得られた｡

2　44¢セルの場合の発振特性

Fig.8に, 44¢セルのときの入出力特性を

示す｡レ-ザ出力は,入力エネルギの増加と

ともに直線的に延び,最大印加電圧15kVに

おいて%Jの大出力を得た｡　コンデンサの

規格をややオーバーするが,印加電圧を16kV

にすると出力110Jが得られた｡　この時点

で出力はやや飽和の傾向を見せるが,これは

ランプ光強度の飽和によるものと思われる｡
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Fig.4　試作したフラッシュランプ
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Fig.6　光共振器の構成
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4.今後の展望

過去5年間を費やして,これまであま

り高出力が得られないとされていた直管

型放電管頗超色素レ-ザの高出力化を

計り,ほぼ満足行く結果が得られた｡

これは,マルクスバンク回路の採用,

また,これまであまり注目されていな

かった色素セル内の熱的歪みを非安定

共振回路により解決するなどに負うと

ころが多い｡

また,従来高出力化のため言われて

いた提言,即ち時間的･空間的に高密度

励起するという事と,逆の方向を追求

した事も成功の要因であったと思われる｡

をお,参考までに我々の研究室の高出

力色素レ-ザ出力の年代推移をFig.9に

示しておく｡ lmJ　から始まって,こ

こ数年で5桁の出力増大に成功したこと
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Fig.8　44めセルのときの入出力特性

が判る｡　現在は,出力1kJ　の高出力

高出力色素レ-ザを実現すべく,その

設計や準備を進めているところである｡

ロ
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ

コ
｣
　
　
　
　
　
　
　
1

(
｢
)
　
ゝ
3
U
山
Z
u
　
卜
⊃
d
ト
⊃
0

ロ　　　　⊇　　　　4　　　　6　　　　B

lNPUT ENERGY　　<KJ>

Fig.7　28<｣セルのときの入出力特性
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Fig.9　色素レ-ザ出力の年代推移

参考文献

1 )十文字ほか"同位元素分産を目的とした高出力色素レ-ザの試作･開発"

応物学会東北支部講演会予稿集( 1 9 84 )

2 )十文字正憲,内山時夫"八戸工業大学における放電管励起出力色素レ-ザの研究"

レ-ザ研究, Vol.旦4, PP524-ち31 ( 1 986)

3)十文字正憲,内山時夫" 60J高出力放電管助産色素レ-ザ"

応物学会講演会予稿集P788 (1988.秦)

で05･



巧06


